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大学進学を希望する学生の多い高校で
は，3年間で大量の語彙を学ばなければ

ならないために，語彙指導の課題となる事項に十分
に対応していないことがある。
　語彙指導の課題となる事項から，1）教科書語
彙の定着，2）単語集の活用，3）副読本の語彙，
4）語彙に関する基本事項，5）コロケーション，
6）生徒自身の語彙学習の把握について，具体的に
問題と改善策を示すこと，さらに，指導によって生
徒が有効な語彙学習方略を身につけられることを検
証することが本実践研究の目的である。一学年を対
象に一学年担当の英語教員全員の協力のもと実践を
行った。
　10月に語彙方略に関する生徒へのアンケートを行
い，中学時代と比べ語彙学習方略に変化があったか
を，さらに個々の語彙学習方略と単語テストや模試
の成績との相関を調べた。
　検証を通して，語彙指導の改善を図る継続的な授
業実践が，生徒たちの語彙学習方略の獲得に役立っ
ていることを示すことができた。

1 はじめに

1.1	 研究の背景
1.1.1	 語彙学習方略の必要性
　大学進学を希望する学生の多い高校での英語指導
で問題になることの 1 つに，中学の学習語彙と，高
校で学習する語彙，さらには大学入試で要求される
語彙との間に大きな隔たりがあり，高校 3 年間で，
大量にしかも深い理解を伴った語彙の習得が必要に

なることがある。そのことを 3 年間で達成するため
には，語彙学習について，早い時期から自主的な取
り組みができることが望まれる。
　語彙を習得するために学習者がとるさまざまな手
段 や 方 法 は，語 彙 学 習 方 略（VLS：Vocabulary 

Learning Strategies）と呼ばれる。自らそうした学
習方略を発見して自主的に単語学習に取り組むこと
ができる生徒もいるが，多くは授業や課題などの指
導を通して，個々の語彙学習方略とその有効性を示
され，学習を繰り返すことで，初めて身につけられ
るものである（Nation 2001: 223）。
　しかし，必要とされる大量の語彙を目の前にして，
語彙指導が単に覚えることを強要することにとど
まってしまうことも起こりうることである。指導方
法や指導体制が十分整っていなければならない。

1.1.2	 語彙指導の課題
　本校では，ほとんどの生徒が大学進学を目標とし
ており，3 年間で入試に対応できる語彙を身につけ
ることを語彙指導の目標にしている。そのために学
年担当者が共通の理解のもとに 3 年間の計画を立て
語彙指導を行っている。しかし，現在までの指導を
振り返ると，次のような点で課題が感じられた。

　1） 教科書の語彙が重視されて，繰り返し学ばれ
ているか

　2） 単語集および単語集に基づいた朝の単語テス
トは適切に活用されているか

　3） 副読本が語彙習得に役立っているか
　4） 発音記号・接辞・派生辞・つづりの法則など

の語彙に関する基本事項が理解され利用され
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ているか
　5）コロケーションは学ばれているか
　6）生徒は自らの語彙学習を把握しているか

1.2	 本研究の目的
　語彙指導は年間を通した指導計画ができている
と，見直す機会を持つことが難しい。ここに示した
ような語彙指導に関する課題を見直し，先行する語
彙指導研究を参考にしながら改善することを第 1 の
目的としている。さらに，指導によって生徒が有効
な語彙学習方略を身につけられるようになるかを，
検証することが本研究の目的である。

1.3	 研究の参加者および期間
　本実践研究を行った高校は茨城県西部にあり，ほ
とんどの生徒が大学進学をめざし，毎年100名以上
が国公立大学への進学を果たしている普通科・男女
共学の高校である。1 学年 7 クラス，計279名を対
象とし，1 学年担当の英語教員全員の協力のもとに
行った。実施期間は平成24年 4 月から25年 2 月末ま
でである。

1.4	 検証の方法
　語彙方略に関する生徒へのアンケート，単語テス
ト，全国的模試の英語の成績などを使って，改善の
ために使われた指導法が，語彙学習方略の獲得に役
立っているかを，次の点から検証する。
　1） 中学時代と比べ，語彙学習方略にどのような

変化があるか
　2） 語彙学習方略と成績には相関があるか

2 語彙学習方略と本研究の意義

2.1	 語彙学習方略について
　学習者が外国語の語彙を理解し，記憶にとどめる
ための方法である語彙学習方略（VLS：Vocabulary 

Learning Strategies）は，外国語学習者が外国語習
得のためにとるさまざまな手段や行動である言語学
習方略（LLS：Language Learning Strategies）の 1

つである。しかし，語彙学習の重要性から，独立し
て研究されることが多い。
　例えば，Schmitt and Schmitt（1993）は，日本人
の英語学習者への調査やさまざまな資料から，36の

語彙学習方略を抽出し分類を試みている。それらを
もとにして，600人の日本人の英語学習者への調査
から，日本人学習者に好まれて使われる方略と，好
まれない方略とを示した。
　さらに，Schmitt and McCarthy（1997）および 

Schmitt（2000: 134）は Oxford（1990: 14）の分類法
を利用して，決定方略（determination strategies：
新しい語の意味を発見するための方略），社会的方
略（social strategies：他の人と相互作用する方略），
記憶方略（memory strategies：記憶保持のための
方略），認知的方略（cognitive strategies：書いたり，
声に出したりという具体的な学習の方略），メタ認
知的方略（metacognitive strategies：プロセスを概
観し，勉強法を計画する方略）に分類している。
　また水本・竹内（2009: 11）は，因子分析によって，
自己管理，インプット探索，イメージ化（意味やつ
づりをイメージして覚える方略），書き取りによる
反復，音声利用による反復，関連化に分類している。
　これらの方略の中で，メタ認知的方略，あるいは
自己管理方略は，学習全体を管理，調整し，学習計画，
評価，学習環境整備を行うことに関する方略であり，
自立した学習に不可欠なものと指摘されている。
　本研究では，生徒へのアンケートに使った語彙学
習方略の項目は，Schmitt（2000: 134）の分類に基づ
く野呂（2003: 299）の簡略リストをもとにしている。

2.2	 日本の高校生を対象とした語彙学
習方略研究

　平野・赤松・姉崎（2001）は，中学 3 年生174名
と高校 3 年生149名に調査を行い，学習経験年数お
よび性差が，英語語彙学習方略に与える影響を調査
した。その結果，「男女でまた学習経験年数によっ
て好まれる語彙学習方略が異なる」ことを確認し，

「中学までは男女ともに，意識して文脈・反復重視
の語彙学習を行っているのに対して，高校に入ると
男子は女子に比べて意識して単語を書いたり英文を
読んで覚えたりする練習をしなくなる」という考察
を示している。
　赤瀬（2011）は高校の 2 ・ 3 年生を対象として，

「望月語彙サイズテスト（望月・相澤・投野, 2003）
の改定版を使い，語彙サイズテストと語彙学習方略
調査を実施して，201人を分析し，語彙レベルの異
なる高校英語学習者がどのような VLS を使用する
かについて調べている。また因子分析により，
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Schmitt（2000）とは異なる分類を示している。そ
の中で，どの語彙レベルの学習者においても口頭反
復方略が典型的な VLS であることの結果から，「教
師の（途中省略）語彙指導の結果が反映されている」
のではないかという考察を示している。また語彙レ
ベルが上がっていくにつれて，体制化方略（これま
でに記憶した英単語と関連づけながら覚えていく方
略）と，イメージ化方略が使われること，また3,000

語レベル学習者からは，メタ認知を使った学習方略
が見られることを確認している。
　岡田（2007）は，高校生244名に対し，接頭辞，
接尾辞，語幹に関するプリント学習を行うことで，
学習動機づけ，方略思考，単語の重要度への認識の
高低にかかわらず，接頭辞，接尾辞，語幹を用いる
方略が学習意欲を高めることを示している。

2.3	 本研究の目的と語彙学習方略
　平野他（2001），赤瀬（2011）の研究は高校生の
語彙学習方略を調査し，どのような方略が使われて
いるかを調べている。岡田（2007）の報告では，接
頭辞，接尾辞，語幹を使う方略が学習意欲を高める
としているが，この方略の他に，計画性や継続的な
練習を必要とする VLS も多い。 1 つの方略の結論
から，すべての VLS が生徒の学習意欲を高めると
は言えないであろう。
　本研究では，生徒の語彙学習方略を調査するだけ
でなく，語彙指導を通して，生徒が語彙学習方略を
身につけられることを検証すること，また 1 つの方
略だけでなく，語彙指導に関係するさまざまな課題
の改善を図りながら，学習方略を身につける指導を
行うことを目的としている。

3 実践内容
　課題として挙げた 6 点（1.1.2節参照）について，
問題点を整理し，対策を立て 4 月からの授業で実
践した。

3.1	 教科書の語彙
3.1.1	 問題点：繰り返し学ばれていない
　本校で使用している英語Ⅰの教科書では，固有名
詞を除いて約500の新語を学習する。授業では，内
容理解，内容に関する英問英答，音読指導，文法事

項の解説と練習といったインプット・アウトプット
の活動をしており，新出語彙については，授業を通
して何度も触れられ，受容語彙としてばかりでなく，
発表語彙としても学ばれている。
　しかし，定期試験で出題された後は，次の課の学
習 に 焦 点 が 移 り，再 び 学 ば れ る こ と が な い。
Schmitt（2002: 831）が，「多くの教師の犯す過ちは，
新出語に 1 度しか焦点を当てないことだ。そのため
にその語（新出語）は忘れられてしまい，費やされ
た時間は無駄に終わってしまう」と指摘している状
況にある。

3.1.2	 対策：繰り返しての出題
　 1 度学んだ語を繰り返して学び直すことを 

Schmitt（2002: 831）は，リサイクリングと呼んで
推奨している。単語集を持たせて朝のホームルーム
時に単語の試験を行うことがよく行われ，本校でも
単語集を持たせるようになってから実施している。
その朝の単語テストに教科書から出題をすること
で，生徒が教科書で 1 度学んだ語彙を復習する機会
を増やすこととした。さらに，次の課の定期テスト
にも範囲外ではあるが，復習として出題（得点は 1

題0.5点で計算）し，また長期休業後の課題テスト，
ロングホームルーム時の課題テストにも出題するこ
ととした。授業では，忘却曲線を示しながら，繰り
返して学ぶことの必要性を機会をとらえて話した。

3.2	 単語集
3.2.1	 問題点：単語集および単語テストの

使われ方
　大学入試対策として，同じ単語集を一括で購入し
て，その単語集をもとに，朝のホームルーム時に週
1 回の割合で小テストを行っている。そのテストの
扱いは担当する学年によって違っているが，おおむ
ね 1 年間で単語集に出ている語をすべて学習させる
ために，総ページから機械的に範囲を決め，朝の単
語テストに出題することが多い。授業中では取り扱
わず，合格点を決め，それに達しない生徒には追試
をすることを毎週繰り返すことも行われた。
　このような追試までを含んだ指導をした場合，生
徒は追試対策のために単語集の単語を覚えようとす
るかもしれないが，教科書の単語さえ覚えられない
生徒は，本来身につけるべき教科書の語彙をおろそ
かにしてしまう。受験のために語彙を増やそうとし
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て，早期から単語集を使い，教科書の語彙が軽視さ
れる問題について，金谷（2009）は次のように指摘
している。

　大学入試が仮に，生徒に対して，多くの語彙
を学ぶことを要求していたとして，教師があせっ
てそのすべてを生徒に与えても，生徒がそれを
受け取らないのでは意味がない。
　教科書の語彙だけでは不十分だとして，単語
集などを買わせて小テストを繰り返したとして
も，教科書の語彙も定着していない場合，虻蜂
取らずに終わってしまう可能性がある。単語集
の語彙も身についていないが，教科書の方も身
についていない。これでは学習効率がきわめて
悪い。  （金谷, 2009: 9）

　 3 年の受験期になると，多くの生徒は単語集を使
い，自主的に単語の整理や復習，未習得の語の学習
を始める。1・2 年の段階から計画性を持ち，教科
書の語彙も十分に身につけ，単語集の語彙を学習し
ている生徒もいる。さらに，朝の単語テストが，そ
うした計画性を身につける契機ともなりうる。
　しかし，教科書の語彙すら覚えられていない生徒
も多い。そうした生徒にとっては，追試まで課して
単語集で学ぶことを強要することは，授業で学ぶ語
彙すら未消化なのに，発音や使い方さえ示されたこ
とのない語を自学で覚えなければならないという，
金谷の指摘のように「学習効率がきわめて悪い」こ
とになってしまう。

3.2.2	 対策
1 ）単語集の位置づけへの共通認識
　語彙も含めて中心になるのは教科書を基本とした
授業であり，単語集の指導は補助的なものであると
いうことを共通認識とした。
　単語試験の合格点（60点）は設定するが，合格点
に達しなかった者については，ノートを作らせ，あ
るいは用紙を渡して，できなかった単語を何度も書
いて復習させ提出させることとし，追試は行わない
こととした。
2 ）授業で単語集の指導を行う
　単語集は朝のテストに出題するばかりでなく，英
語Ⅰの授業中も扱うこととした。毎時間行えるとは
限らないが，55分の授業時間の初めの10分ほどを，
単語集を使って，単語集に出てくる語や例文の音声 

CD を聴き，繰り返したり，いくつかの語について
語法や用例の説明，派生辞・接辞の説明を行った。
限られた時間ですべての語については触れられない
が，残りは生徒が自分で学ぶように指示をし，次の
授業時に簡単なテストを行った。また，4・5 月は
発音記号を集中的に学習した。

3.3	 副読本と語彙
3.3.1	 問題点：直接的な語彙の強化につな

がらない
　副読本の指導には，英語の蔵書を用意し，生徒に
自由に選ばせる方法と，全員に同じ本を配付して読
ませる方法がある（泉, 2006: 119）。前者は蔵書のた
めの予算的な問題と，テストなどの評価の問題があ
るため，後者の方法がとられることが多い。いずれ
にしても，副読本の導入の利点としては，教科書だ
けでは不十分なインプットを補い，さらに教科書で
は得難いこととして，ストーリーを楽しむことや，
1 つのトピックを深く読むことができることが挙げ
られる。
　しかし，語彙の面から見ると，Nation（2001: 

155）の指摘するように，語彙との出会いは偶発的
で，「根本的に多読からの語彙習得は大変脆弱」な
ものであり，「直接的な学びによって補う必要」が
ある。

3.3.2	 対策：授業で扱い，覚えるべき語を提
示する

　全員に同じ本を配付して，読ませる方法をとって
いる。一斉に配付して読ませる方法の問題点として
は，配付しても読まない生徒が出てくることがある

（川, 1993）。そうした生徒を出さないために，また
音声を聴くために，本実践では 1 学年では OC の時
間に10分から15分を使い授業で取り扱うこととし，
副読本に付いているワークブックの答え合わせを
し，音声 CD を聞くことにしている。
　英語学習者向けに段階的に語彙・文法・分量を制
限 し て い る graded readers を 使 う こ と が 多 い。
ワークブックが付いていないときは，付属している 

Activities 欄をもとに教師がワークブックを作成す
る。生徒は授業までに決められた章を読んで，ワー
クブックを完成させてくる。
　語彙に関しては，つづりまで覚えておくべき単語
のリストを副読本の語彙から作り，生徒に示し，そ
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のリストから朝の単語テストに出題することとし
た。またワークブックに覚えるべき語のリストがあ
る場合はそれを利用した。
　 1 年次では読んでいる本のほとんどが graded 

readers の 1 から 2 なので，日常語彙が多い。その
中から教科書にはない，未習得の語60前後を選び，
リストアップして単語テストに出題している。単語
テストは 1 冊を 2 回で出題するので，1 回につき30

前後の新語を覚えることになる。

3.4	 単語小テスト
　以上の理由で，朝のホームルーム時の週 1 回の小
テストは，教科書・単語集・副読本の 3 つの分野か
ら出題することとした。

3.4.1	 テストの形態について
　単語テストは，英単語から意味を問うものにも，
あるいは選択問題とすることもできた。しかし，生
徒が単語の深い習得をするためには，つづることが
でき，文の中でどのように活用するかを知っている
ことが必要であることから，単語テストは，英文中
の空所に正しい活用で単語を書き込む空所補充問題
とした。空所補充問題が，cloze-test であり，筆記
の試験でありながら，「規準を決めることで客観テ
ストになる」（Bachman, 1990: 76）ことも，この方
法を採用した理由でもある。
　さらに，テストの一貫性のためにも，空所補充の
形態を変えずに 1 年間継続した。

3.4.2	 作成・基準・実施日・出題範囲
　 1 学年担当者が作成し，クラス持ち回りの生徒に
よる採点とし，教員が点検をした。 5 点×20題，計
100点満点とし，採点の基準は，同義語で正しいも
のは正解としたが，つづり・活用の間違いは点を与
えなかった。毎週金曜日の朝のホームルーム時の 5

分間内で実施した。実施日・出題範囲は表 1 のとお
りである。具体的なテストの例は，教授資料 1 とし
て示した。
　教科書は，Unicorn English CourseⅠ（文英堂），
単語集は DataBase 3000（桐原書店）を使用した。
使用した副読本は表 2 に示した。

3.5	 語彙に関する基本事項
　発音記号は高校の授業では，授業の開始時期に示
されるだけで散発的にしか指導されないことが多
い。また接辞・派生辞・つづりの法則などについて
は，教科書の各課の終わりに解説とともに掲載され
ているが，授業に組み込まれ，継続的に練習するよ
うにはなっていない。

3.5.1	 発音および発音記号について
1 ）問題点：継続的に指導されていない
　発音記号について，相澤・望月（2010: 236）は，「最
近は電子辞書でほとんどの単語の発音を聞けますか
ら，発音記号の指導はあまり行われていないのが現
状」と指摘している。実際に高校入学後，生徒に尋
ねると，発音記号は中学校では，繰り返して学ぶこ

回 日時 範囲 回 日時 範囲
1 4/27 単語集 p.55まで 14 10/26 副読本④前半　
2 5/11 副読本① 15 11/9 英Ⅰ Lesson 5全
3 5/18 英ⅠLesson 1全 16 11/16 副読本④後半
4 6/1 単語集 p.72まで 17 12/7 単語集 p.190まで

5 6/15 英Ⅰ Lesson 2全 18 12/14 英Ⅰ Lesson 6全

6 6/22 副読本②　 19 1/11 単語集 p.221まで
7 7/6 単語集 p.107まで 20 1/18 副読本⑤前半
8 7/13 副読本③前半 21 1/25 英Ⅰ Lesson 7全
9 9/14 単語集 p.134まで 22 2/1 単語集 p.248まで
10 9/21 副読本③後半 23 2/8 副読本⑤後半
11 9/28 英Ⅰ Lesson 3全 24 2/22 単語集 p.274まで
12 10/5 英Ⅰ Lesson 4全 25 3/8 英Ⅰ Lesson 8全
13 10/12 単語集 p.159まで 26 3/15 副読本⑥前半

■ 表 1：単語テストの日程

NO. Title
出版社・
シリーズ名 Level

① After 20 years 文英堂  
 （After 20  
years 収録）

800語
レベル

② A Retrieved 
Reformation 

③
Secret of Jack’s 

Success
エスト出版 Basic

④ Blood 
Diamonds

Cambridge 
English 
Readers

Level 
1

⑤ Elephant man
Oxford 
Bookworms 
Library

Stage 
1

⑥ Water for Life Penguin Active 
Reading

Level
2

■ 表 2：副読本のリスト
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とはほとんど行われていなかった。
　しかし，電子辞書の発音を正確に聞き取ることが
できるほど，英語を聞くことに慣れていない大半の
生徒たちにとって，発音を目で確認するために，発
音記号は有益である。さらに，発音記号を知らない
ために例外的な発音や黙字を読み間違えることが起
こる（相澤・望月, 2010: 236）。

2）対策：
a. 単語集を使っての継続的な指導
　単語集には，発音記号と発音の仕方についての簡
単な説明と例となる語が示され，練習問題が付いて
いる。授業の初めの10分を単語集を使っての指導に
充てているが，4・5 月の 2 か月は，初めの 3 分程
度を使って発音記号ごとに発音の仕方を解説し，練
習をしながら発音記号を覚えることを繰り返した。
b. 定期試験での出題
　 1 学期の定期試験では，通常の発音問題ではなく，
単語から正しい発音記号を選ぶ問題を出題した。
c. 発音記号から新出語の発音を類推させる
　授業では，教科書の新出語は，生徒を指名して文
字と発音記号だけで発音をさせ，それから CD の模
範音声を聞くことを繰り返し，発音記号を普段に使
うことを続けている。

3.5.2	 つづりの法則について
1）問題点：つづりへの意識の低さ
　つづりを正しく書くことへの意識が年々低下して
いるように思われる。nature のつもりで，neichure 

とするように発音をそのまま書いてしまう例，
docter というつづり，「右」のつもりで light と書く
答案も散見される。stop の活用に関して，ある定
期試験の課題作文の中で，2 クラス80名中40名が 

stop の過去形を使ったが，stoped / stopped が同
率で出現した。

2）対策：つづりの規則性の学習と練習
　単語集には「つづりと発音の関係」の欄があり，
つづりと発音の間の規則性について解説し練習問題
を付けている。dinner / diner，supper / super がど
うして違う発音になるのかなどの法則性を示し，練
習をする。また，生徒に多い間違いについては，定
期試験などの生徒の答案から誤答を分析し，つづり
と発音の関係の規則性を示して，つづりの練習をし

ている。

3.5.3	 接辞と語根・派生辞
1）問題点：認識の不足
　接辞と語根（語幹），派生辞の知識は出会った単
語の類推や記憶に役に立つものであるが，中学校で
はほとんど触れられていない。生徒のノートには，
aware，awareness や kind，unkind を全く別個の語
として認識していることがしばしば見られる。接辞
や派生辞を知っていれば，単語を word family とし
て理解することができ，こうした手間を省くことが
できる。

2）対策：継続的な学習
　単語集には，代表的な接辞・語根が出ており，そ
れらを学ぶが，教科書を使った授業では単語の説明
時にそれらを使う。派生辞については，教科書の課

（Lesson）末に単語の整理欄があり，派生語の例が
出ており，それらを使って，1 つの単語を別の品詞
に変えたり，逆に派生辞から元の語を類推する練習
を継続的に行っている。

3.6	 コロケーション
　安藤（1991: 372）はコロケーションを「単語と熟
語（イディオム）のいわば中間の位置を占め，2 語
以上の語連結で，意味上ひとまとまりになっている
もの」と定義している。塚本（2012: 1）は，コロケー
ションを（連語）として，「語と語の習慣的な結び
つき」とし，「一般的に語彙的コロケーションと文
法的コロケーションに分けられる」としている。ま
た，堀（2009: 7）は「コロケーションとは，語と語
の間における，語彙，意味，文法等

3

に関する習慣的
な共起関係を言う」として，「等」を加えた理由と
して，文化，レジスター，個人の文体の問題ともか
かわりがあることを念頭に置いているためとしてい
る。
　Nation（2001: 315）は「頻繁に一緒に出現し，あ
る程度意味的に推論しにくい語の組み合わせをコロ
ケーションと見なすのが，理解しやすいだろう」と
しながら，広義・狭義で定義が煩雑になることを踏
まえて，「この本では，コロケーションを，句や節
として一般に受け入れられているどんなグループ化
も，コロケーションと大まかに呼ぶことにする」と
記している。本研究では，Nation の言うように語



192

と語の一般的に受け入れられる組み合わせを大まか
にコロケーションとして考え，「言葉の組み合わせ」
として指導を行った。

3.6.1	 問題点：単語の学習が意味を覚える
だけになりがちである

　英単語とその訳語を覚えることだけが，単語を覚
えることだと思っている生徒が多い。表面的にはそ
れで何も問題がないように見える。しかし，イディ
オムの知識，文脈の中での単語の使い方を理解して
いなければ，作文や会話のときに，自然な英語で表
現することができない。また読解やリスニングで
も，意味がつかめず，理解ができないことが起こる。
また，コロケーションを知っていることで解ける問
題が，入試を初め，多くの試験に出題されている。

3.6.2	 対策
1 ）教科書の語をコロケーションで覚える
　教科書のほとんどの新出語について，隣接してい
る関連する語とつなげて 1 つの単位として慣用語の
ように覚えるようにしている（例：clap は本文中の 

clapping their hands のまま覚える）。
　授業中の活動としては，コロケーションとして覚
えるべき語に下線を引いた教科書本文のプリントを
渡し，音読練習を重ねた後，下線部を黒く塗り，音
読・シャドウイングを再度行う。さらに筆記テスト
でも単語 1 つではなく，コロケーションとして書く
ことを繰り返している。

2 ）単語シートによる新出語とコロケーション関係
にある語句の学習
　教科書の課ごとに単語シートを作り，新出語とコ
ロケーション関係にある語句を，日本語か，英語か
のどちらかで載せ，訳すことを宿題とした。生徒は
類推し，わからないときは辞書を引き，シートを完
成させ，授業で答え合わせをした。
　この活動ができるようになってからは，単語だけ
を示し，教科書の本文・辞書から，あるいは自分で
考えて，短文・短句を作る課題を出している。生徒
に提出させ，間違いの傾向を見つけ，授業で示し，
文を訂正する。いずれのものも生徒に渡してある

「語彙管理ファイル」に綴じさせて見直しができる
ようにしてある（生徒の書いたシートの例は教授資
料 2，3 で示した）。

3.7	 生徒自らの語彙学習把握
3.7.1	 問題：目標が目前の試験に備えるだ

けになっている
　授業中指名されて答えられないと困るから，また
宿題として出されるから，新出単語は調べてくる。
しかし，単語を覚えることになると，目前の試験対
策だけであり，記憶に定着しているかどうか，学ん
だ語が活用されているかといった振り返りが行われ
ていない。

3.7.2	 対策
1 ）語彙の計画的な学習の必要性の説明
　 4 月導入時に，プリントを渡して，中学での学習
語彙数，また，高校 3 年間で学ぶ必要のある語彙数
を，語彙学習の必要性や学習方法とともに示した。

2 ）語彙管理ファイルの配付
　生徒には，A4版の紙ファイルを渡し，朝の単語
テストの問題，またその他の語彙に関する活動で
使った配布物を綴じて，必要なときに見直しができ
るようにしてある。

3 ）朝の単語テストの成績の提示
　11月には，朝の単語テストの成績が，前期と後期
でどのように変化しているかを表にして，各生徒に
成績の変化を示した。

4 ） 教科書語彙習得確認テスト
　 2 月には，英語Ⅰ教科書の新出単語の習得に関す
るテストを行った。教科書の新出語約500語のうち，
2 月までに学んだ 9 課（9 Lessons）から均等に計
50語を選び，次のような設問で予告なしのテストを
行った。
　a. Ⅰ 示された語の意味を日本語で書く
　b. Ⅱ 示された語を使って短句・短文を作る
Ⅰについては模範解答を示し，各問 1 点で自己採点
をさせた。Ⅱについては，内容の正確さを問わずに，
文を作れれば，各問 1 点とした。
　「できた数を 2 倍することで，英語Ⅰの教科書の
単語の何％が覚えられたか」がわかると示し，でき
た数と％を記入させ，自分がどれくらいの語彙を習
得したかの目安の 1 つとした（生徒の答案例は，教
授資料 4 で示した。また結果は，統計資料 2 表18で
示した）。
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　なお，このテストは検証のための資料としても使
われるものである。

4 検証のための資料

4.1	 検証のための資料
　検証のために，1 ）語彙学習方略についてのアン
ケートの結果（10月），2 ）単語テストの全生徒の
成績，3 ）「どのようなことを努力したか」，「どの
ような力が伸びたか」を質問事項とする記述のアン
ケート（10月），4 ）「3.7　生徒自らの語彙学習把握」
で使った「教科書語彙習得確認テスト（ 2 月）」の
成績，5 ）語彙学習方略と単語テスト・全国規模の
模擬試験（進研模試）の成績との相関，の 5 つの資
料を使う。
　ただし，1）は論文中に示すが，2）は，統計資料
1 として，表15から表17として，また4）は，統計
資料 2 表18で，5）は統計資料 3 表19として示した。
また 3 ）は検証の必要に応じて示した。
　なお，検定のためのソフトウェアは，「エクセル
統計2012」（株式会社 社会情報サービス. 東京）を
使った。

4.2	 語彙学習方略についてのアンケート
　Schmitt（2000）の分類法をもとに野呂（2003: 

299）の作成したリストから，32項目のパイロット
調査を行い，実際的でないものを削り，25項目にま
とめて，本調査を行った。
　アンケートでは，VLS の使用について，「 1 -全く
そうではない，2 -そうではない，3 -ややそうでは
ない，4 -ややそうである，5 -そうである，6 -とて
もそうである」の 6 つのリッカートスケールを用い
て，次の 2 つの点について尋ねた。
　A. 現在，その方法を使っている。
　B.  その方法は，高校で語彙の勉強の仕方を学ん

でから始めた。
　その結果，有効な回答は271，尺度内の一貫性を
示すクロンバックのαは，A，B ともに，どの項目
も0.8以上であった。アンケートの結果は，表 3 の
とおりである。また，項目について因子分析を行っ
た。その結果は統計資料 4 表20に示した。

5 結果の検証と考察

　改善項目として挙げた 6 つの事項と，アンケート
で尋ねた VLS 項目の関連は，表 4 に示すとおりで
ある（直接関連のない項目は省いてある）。

5.1	 教科書の語彙
5.1.1	 結果
1）アンケートの結果から—中学時との比較
　各項目の 6 スケールから①「その方略を使ってい
る」と答えた数（A ≧ 4），②「使っている」と答
えた数の全体との比率，③「高校で始めた」と答え
た数（A ≧ 4かつ B ≧ 4）④「中学からやっていた」
と答えた数（A ≧ 4かつ B ≦ 3），⑤「高校からと
答えた数」と「中学からやっていた数」の比率を求
めた。
　表 5 では，A の平均，① 使用総数，② 全体比率，
③ 高校から，④ 中学から，⑤ 高校／中学として示
した。
　以下，結果の検証にはこの数値を示す。

2 ）2 度の単語テストの結果
　各課（Lesson）の 2 度目の試験は，学んだ語彙
の記憶保持の割合を見ることではなく，1 度学んだ
語彙の復習を習慣化させることを目的としている。
したがって，第 2 回目のテストは必ず予告されて出
題された。対応のある t 検定での 2 回のテストの結
果は表 6 のようであった。

5.1.2	 考察
　表 5 に示した VLS 項目は，計画性や繰り返して
の練習といったメタ認知的方略が関係している。ア
ンケートの結果は，どの項目も，「中学から使用」，「高
校から使用」ともに60から70人台であった。
　教科書語彙習得確認テストの成績（統計資料 2 

表18）による 1 年末の語彙の保持を見ると，平均
で50語中33語，おおよそ66％の単語の意味を覚え
ていた。
　この時期にどれほどの語彙が保持されているかの
データはないが，上岡（1982）の高校生を対象とし
た単語テストでは，1 度記憶された語が，復習をし
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NO 分類 VLS項目
A B

mean SD mean SD

1 1 DET テキストの脈絡から意味を推測する 4.5 1.13 2.9 1.53

3 1 DET 接辞（接頭辞，接尾辞）と語根を分析する 3.6 1.41 3.9 1.66

7 1 DET 動詞は活用（過去・過去分詞）も覚える 4.7 1.14 2.9 1.67

8 1 DET 日本語化した語ではないかと考える 3.7 1.56 2.7 1.44

18 1 DET 文の理解のために，品詞を推量する 3.6 1.43 3.2 1.56

24 1 DET 辞書は，解説も読み，関連語も調べる 3.4 1.39 3.1 1.60

12 2 SOC 調べたり覚えたりするときに，友達と協力する 3.0 1.45 2.8 1.51

19 2 SOC 教師に新しい語について尋ねる 2.3 1.21 2.5 1.48

6 3 MEM 新出語で文を作り，言ってみる 2.6 1.44 2.6 1.52

9 3 MEM 新出語を体験や以前習った語と関連づける 3.5 1.46 2.9 1.52

10 3 MEM CDや発音記号で正しい発音を確認する　 4.1 1.42 3.8 1.73

11 3 MEM 同意語，反意語も調べ，一緒に覚える 3.0 1.27 3.3 1.59

13 3 MEM キーワード法＊を使う 2.9 1.57 2.9 1.66

14 3 MEM 覚えやすいようにグループ分けする 2.9 1.35 2.8 1.48

16 3 MEM 前後の語を意識しながら書いて覚える 3.9 1.36 3.3 1.55

17 3 MEM 文の意味を考え，何度も音読して覚える 3.7 1.33 3.3 1.56

2 4 COG 学んだ語の単語リスト・単語帳を作っている 2.9 1.61 2.4 1.54

15 4 COG 新しい語を何度も発音して覚える 4.3 1.34 3.0 1.58

25 4 COG 正しいつづりを意識して書いて覚える 5.0 1.12 3.0 1.78

4 5 MET 目標を決めて単語を学び続けている 3.4 1.5 2.9 1.57

5 5 MET 学校で習う語以外に単語帳を作っている 2.6 1.45 2.7 1.61

20 5 MET 単語集を利用する 4.3 1.43 3.2 1.67

21 5 MET 基礎英語など，教材以外の手段を利用する 3.2 1.65 2.7 1.65

22 5 MET 間隔をあけて単語の復習をする 3.4 1.36 3.0 1.57

23 5 MET 単語テストをやり，覚えているか試してみる 3.7 1.54 3.0 1.64

（注） ＊キーワード法＝母語にある似た発音の語を利用する方法（例：occur，「なんか起きたか，
おっかあ？」）
Schmitt の分類の略語は，次のものを示している。
1 DET（determination strategies：決定方略）　2 SOC（social strategies：社会的方略）
3 MEM（memory strategies：記憶方略）　4 COG（cognitive strategies：認知的方略）
5 MET（metacognitive strategies：メタ認知的方略）

■ 表 3： VLSに関するアンケートの結果　n = 271

　指導事項 指導と関連する　VLS

1）教科書の語彙の繰り返し 4，22，23（MET）

2）単語集の活用 4，20，22（MET）

3）副読本 1，18（DET）
4）語彙に関する基本事項 10， 11（MEM），15，25（COG）， 3（DET）
5）コロケーション 6，16，17（MEM）， 24（DET）
6）語彙学習の把握 4，5，21，22，23（MET）， 2（COG）

■ 表 4： 指導法とVLSの関連（重複するものはイタリック太字で示した）
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なければ，20日後には，4.8％になることを示して
いる。
　教科書から出題した単語テストの1・2 課の試験
では，2 回目の方が 1 回目よりもはるかに低い成績
であった。3 課と 4 課については，3 クラスしか資
料が取れなかったが，1 月半後の試験で，1 回目よ
りも成績が伸びている。5 課については，1 回目よ
りも有意に成績が伸びている。
　 2 度の単語テストの差を見ると，次のことが考え
られる。初めの頃は，教科書の単語の復習をするこ
とを習慣として身につけている生徒が少なかったた
め，第 1 回目の 4 か月後に行われた1・2 課は忘却
率が高くなり，それを回復するような努力がなされ
ないままに試験に臨んでいた。しかし，2 回目のテ
ストを重ねるうちに，徐々に教科書の単語を復習す
ることを当たり前のこととして受け取るようにな
り，復習をするようになった。
　以上の点を考えると，指導によって VLS 項目23，
4，22を身につけた生徒の数が増えたと考えられる。

5.2	 単語集
　アンケートの結果（表 7）
　20の単語集などの利用は，生徒が学年全体で同じ
単語集を持っており，必ずしも自主的な活動につな
がることは意味していないが，与えられたものにし
ろ自分から選んだものにしろ，多くの生徒が単語集
を使って学ぶことを，方略として意識していること
を表している。項目 4 は，22と同様の数と変化を示
している。
　記述によるアンケートでは，「どのようなことを
努力したか」，「どのような力が伸びたか」を質問事
項として尋ねた（ 3 クラス，109名を集計）が，そ
のうち，語彙学習関連の言及で数が多かったのは，

「単語・語彙を増やす」（66名）であり，単語を意識
して学んでいることを示している。
　しかし，（統計資料 1 表16）の示すように，単語
テストの平均点が13回51.39点から22回40.69点と回
が下がるにつれて徐々に落ちているのは，単語集の
中に未学習の語が増えてきたために，つづりまでを
覚えることが困難になってきた生徒が増えたためと

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
23 5 MET 単語テストをやり，覚えているか試してみる 3.7 157 0.58 78 79 0.99

4 5 MET 目標を決めて単語を学び続けている 3.4 135 0.50 64 71 0.90

22 5 MET 間隔をあけて単語の復習をする 3.4 129 0.48 60 69 0.87

■ 表 5： 教科書の語彙の繰り返しとVLSとの関係

1回目平均 2回目平均 n
対の差の
平均

t値 有意確率 効果量
（d）

間隔
（日数）

2回目の
試験形態

1 課 72.66 48.20 259 -24.85 -16.42 0.00 -1.21 102 課題テスト
2 課 68.55 48.17 254 -20.33 -15.89 0.00 -0.97 112 定期試験
3 課 60.91 66.98 106 5.19 2.40 0.02 0.25 39 課題テスト
4 課 54.45 56.24 109 3.67 1.81 0.07 0.17 53 定期試験
5 課 50.61 70.49 266 19.94 19.73 0.00 0.94 41 課題テスト

■ 表 6： 教科書からの出題　１・2回目の差の検定

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
20 5 MET 単語集を利用する 4.3 203 0.75 99 104 0.95

22 5 MET 間隔をあけて単語の復習をする 3.4 129 0.48 60 69 0.87

4 5 MET 目標を決めて単語を学び続けている 3.4 135 0.50 64 71 0.90

■ 表 7：単語集の指導とVLSとの関係
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思われる。
　以上の点から，努力して単語を学ぶ生徒の数が増
えたことが考えられる。しかし，4 と22の数は，目
標を決め，継続的に単語の復習をする生徒が多くな
いことを示している。

5.3	 副読本
　統計資料 1 表17の朝の単語テストの成績の副読本
からの出題の中で，第 6 回は単語を指定せず，副読
本の範囲全体から出題する形式となったため，平均
が20.82点と低かった。第 6 回を除いた平均は，61.3

点と高い得点となった。副読本を使って語彙を増や
すためには，覚えるべき単語を指示し，出題するこ
とが有効であると思われる。
　模試と VLS 項目の相関では，模試の成績と，項
目 1 が r = 0.257，項 目18が r = 0.219（ と も に n = 

271，p < 0.01）で，弱い相関関係がある。1 に関し
て，水本・竹内（2009: 5）が「語彙習得という点で
文脈からの類推は必ずしも，学習に結びつかない」
としてアンケートから除外していることが示すよう
に，1 は読解に関係する事項である。18の「高校か
ら始めた」数の増加は，高校になってから，品詞を
推量するために必要な派生辞を学んだことと関係し
ているのであろう。1 とともに類推を用いることか
ら，読解の方略でもある。派生辞を学ぶことで，品
詞を推量できるようになり，読解の方略として使わ
れたと考えられる。

5.4	 語彙に関する基本事項
5.4.1	 正確な発音と発音記号
　発音記号を含め，正確な発音を意識する方略は，
高校になって始めたこととして意識している生徒が

多い。発音記号は，1 人で単語を学ぶことのできる
「自立的な学習者になるためには」不可欠なもの（相
澤・望月, 2010: 236）であり，生徒自身もそのこと
に気がついているようである。記述による生徒のア
ンケートには，「発音記号がわかるようになり，新
出単語を読めるようになってきた」，「発音記号を覚
えたので見知らぬ単語が出ても辞書で調べて，発音
することができるようになった」とある。また，
109人中11名が発音記号を「努力したこと・力の伸
びたこと」として書いている。
　継続的な発音記号の指導によって，発音記号を含
む発音に関する語彙学習方略を身につける者が増え
たと思われる。

5.4.2	 つづりの規則性
　項目25と単語テストの合計との間には r = 0.250

（n = 271，p < 0.01）の弱い相関が認められた。単
語のテストで，つづりまで正確に書くことを要求し
たことと関係していると思われる。
　24年度の新入生の特徴として「スペルを正しく書
くことができない」と指摘されている（ベネッセ
コーポレーション, 2012: 3）。つづりに関する事項
を VLS の項目として加えた理由は，年を追うごと
に入学する生徒たちのつづりの正確さが低下してい
ることによる。
　中学時代からつづりを意識して単語を覚える生徒
が148名で多いことを示しているが，98名の生徒が，
高校になってから正しいつづりを意識して覚えるよ
うになっている（表10）。つづりの法則や，発音と
つづりの関係を学ぶことで，また書いて覚える練習
を繰り返すことで，正しいつづりを意識して覚える
方略を身につけた生徒が増えていると考えられる。

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
1 1 DET テキストの脈絡から意味を推測する 4.5 240 0.89 87 153 0.57

18 1 DET 文の理解のために，品詞を推量する 3.6 144 0.53 72   72 1.00

■ 表 8：副読本の指導とVLSとの関係

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
15 4 COG 新しい語を何度も発音して覚える 4.3 209 0.77 88 121 0.73

10 3 MEM CDや発音記号で正しい発音を確認する　 4.1 195 0.72 124 71 1.75

■ 表 9：語彙に関する基本事項の指導とVLSとの関係
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5.4.3	 接辞と語根・派生辞・同意語・反対語
　VLS 項目 3 の「接辞と語根・派生辞」は，中学
時代に比べ，3 倍近くに，また項目11の「同意語，
反意語」は，数は多くはないが，2 倍以上に増えて
いる（表11）。
　記述によるアンケートには，「中学のときとは違
う新しい単語の覚え方を知り，たくさんの単語を覚
えられるようになった」というものがあった。岡田

（2007）の報告が示唆するように，興味を持って学
んだようであった。派生辞に関しては，「 1 つの単
語から形容詞・動詞形・名詞形といくつもの単語を
知ることができた」という記述があった。接辞と語
根・派生辞，また同意語，反意語は語彙を広げる方
略として使われている。

5.5	 コロケーション
　単語テストと項目16，17で，項目16が r = 0.219，
項目17が r = 0.245（いずれも n = 271，p < 0.01）の
弱い相関があった。単語を文脈の中で覚えたり，
chunk として覚えた方が単独で覚えるよりも，記憶
の連想網が働き，記憶にとどまりやすい（Nation, 

2001: 321）。弱いながらも単語テストとの相関が
あったことは，コロケーションが単語を覚え保持す
るのに有効であることを示していると思われる。
　項目24の「辞書の使用」は，コロケーション関係

にある語を知るのに必要であるが，まだ十分に利用
されていない。指導の機会を増やしたい。また，項
目 6 の「新出語での作文」は，質問が，「文を作り，
言ってみる」とあり，2 つにまたがったために数が
少なくなったものと思われる。書くことは，英語Ⅰ
では十分に指導の時間がとれなかった。2 年次の 

Writing で学ばれれば，コロケーションの幅も広が
ると考えられる。
　 2 月の教科書語彙習得確認テスト（統計資料 2 表
18）では，単語から句や節を作ろうとした数の平均
は50題中21であった。また，筆記のアンケートでは，

「文中の単語を周りの文とのつながりも考えて覚え
ることを頑張った」，「単語を文章中にある形で覚え
るようになった」などの記述があり，「コロケーショ
ンの学習は単語を英語とその訳語をペアで覚えるよ
りも面倒であるように思われるために，コロケー
ションについては定着できていない生徒が多い」

（相澤・望月, 2010: 118）と言われるが，生徒たちか
らは，コロケーションを面倒と思わずに身につけよ
うとする様子がうかがわれる。

5.6	 語彙学習の把握
　記述のアンケートでは「努力したこと」，「伸びた
こと」として109名中66名が「単語・語彙を増やす」
を挙げている。語彙を増やすべく努力したことは，

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
25 4 COG 正しいつづりを意識して書いて覚える 5.0 246 0.91 98 148 0.66

■ 表10：つづりの規則性の指導とVLSとの関係

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
16 3 MEM 前後の語を意識しながら書いて覚える 3.9 186 0.69 97 89 1.09

17 3 MEM 文の意味を考え，何度も音読して覚える 3.7 164 0.61 92 72 1.28

24 1 DET 辞書は，解説も読み，関連語も調べる 3.4 127 0.47 64 63 1.02

6 3 MEM 新出語で文を作り，言ってみる 2.6 86 0.32 31 55 0.56

■ 表12：コロケーションの指導とVLSとの関係

■ 表11：接辞と語根・派生辞・同意語・反対語の指導とVLSとの関係
① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
3 1 DET 接辞（接頭辞，接尾辞）と語根を分析する 3.6 157 0.58 117 40 2.93

11 3 MEM 同意語，反意語も調べ，一緒に覚える 3.0 100 0.37 71 29 2.45
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語彙を重視した指導によるものと考えられる。
　項目 2，5 の単語帳の作成に関しては，単語集を
持ち，教科書の語彙と意味をノートに書き，また課
ごとの「語彙シート」でコロケーションまで含めた
語彙の練習をし，語彙に関するプリントを綴じてお
く語彙管理ファイルを使っていれば，必ずしも必要
なものではない。すべての生徒に当てはまる方略と
は言えないであろう。
　項目21が高校での増加が少ないことは課題であ
る。中学時代には，「基礎英語」などを利用してい
たと思われるが，英語を含め学校から出される課題
の量が増えていること，「学校の教材だけやってい
れば大丈夫」という指導方針が，学校教材以外の利
用に向かわせない理由のように思われる。しかし，
英語の場合は，音声面からも，また文化的な理解の
ためにも多媒体の学習を勧めたい。

5.7	 語彙学習方略と単語テスト・模試
との相関

　外部模試 1 月の結果と単語テストの平均との間に
は，r = 0.637で中位の相関があった。模試の成績と
単語テストとの相関は，語彙が英語の学力にとって
重要な位置を占めているとともに，英語の学力には
語彙以外の要素が多く影響していることを示すもの
であろう。
　各項目のうち，1，3，18が模試と，10，16，17，
25，5，20が単語テストと弱い相関があった。
　模試の成績と相関のある 1，18はいずれも文脈の
中で意味を類推するものであり，3 は語を分析的に
理解することと関係している。読解の配点の高い模
試においては，そうした類推する能力がかかわって
いると考えられる。
　単語テストとの相関のある項目のうち，5，20は
メタ認知的方略，10，25は正確な発音やつづりを覚

えようとする方略，16，17は文脈の中で文を覚える
というコロケーションを意識する方略である。それ
らは単語を覚え保持するために不可欠な方略である
と考えられる。
　単語テストの平均と VLS 合計とは r = 0.261（い
ずれも n = 271, p < 0.01）であり，単語テストと 

VLS 方略との間には弱いが相関があった。しかし，
外部模試 1 月の結果と VLS 合計とは r = 0.189と相
関傾向があったにとどまり，VLS 合計と模試の成
績との相関は見られなかった。

5.8	 因子分析の結果
　アンケートの項目について因子分析を行った結
果，表14に示す項目が第 1 因子として確認された。

No 分類 VLS項目 負荷量
15 4 COG 新しい語を何度も発音して覚える 0.6524

17 3 MEM
文の意味を考え，何度も音読
して覚える 0.6282

10 3 MEM
CDや発音記号で，正しい発音
を確認する 0.5012

16 3 MEM
文の前後の語を意識しながら
書いて覚える 0.4792

■ 表14：第 1 因子として挙がった項目

　第 1 因子は，「音声・コロケーションを重視する
方略」と言えるが，10の音声重視，16のコロケーショ
ンを意識して書いて覚えることは，いずれも授業に
おいて繰り返し指導した方法である。第 1 因子とし
て上がった項目は，赤瀬（2011）が示唆しているよ
うに，「教師の語彙指導の結果が反映」していると
考えられる。

① 使用総数　　② 全体比率　　③ 高校から　　④ 中学から　　⑤ 高校／中学
NO 分類 VLS項目 mean ① ② ③ ④ ⑤
23 5 MET 単語テストをやり，覚えているか試してみる 3.7 157 0.58 78 79 0.99

4 5 MET 目標を決めて単語を学び続けている 3.4 135 0.50 64 71 0.90

22 5 MET 間隔をあけて単語の復習をする 3.4 129 0.48 60 69 0.87

21 5 MET 基礎英語など，教材以外の手段を利用する 3.2 120 0.44 47 73 0.64

2 4 COG 学んだ語の単語リスト・単語帳を作っている 2.9 105 0.39 44 61 0.72

5 5 MET 学校で習う語以外に単語帳を作っている 2.6 79 0.29 42 37 1.14

■ 表13：語彙学習の把握とVLSとの関係
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6 結論と課題

6.1	 結論
　本実践の目的は，語彙指導に関係するさまざまな
課題の改善を図りながら，学習方略を身につける指
導を行うこと，また語彙指導を通して，生徒が語彙
学習方略を身につけられることを検証することで
あった。
　報告では，指導の課題とその改善策を具体的に示
した。コロケーションの指導では，当初「単語は意
味と対で覚えることが単語を覚えることである」と
いう意識が強いため，与えられた語で短句・短文を
作ることを生徒は積極的に行えなかった。コロ
ケーションを意識して単語を学ぶまでには，繰り返
しての指導が必要であった。授業で重点的に指導し
た発音記号，単語の保持のための繰り返しての復習
についても，そのことは言えることであった。
　VLS に関するアンケートやその他の結果の分析
からは，語彙を繰り返し学ぶこと，音声の重視，接
辞・派生辞などの語彙に関する基本事項を理解し活
用すること，コロケーションを意識して単語を学ぶ
等の語彙学習方略が，継続的な指導によって身につ
けられることを示すことができたものと思われる。
　以上の点から，今回の実践では，語彙指導の改善
を図りながら，指導によって語彙学習方略を身につ
けられることを実証できたものと考える。

6.2	 課題
　語彙指導に関しては次の 2 点が課題である。
　第 1 点は，メタ認知的方略に関することである。

1 年次では，語彙の管理や計画性の指導は十分に達
成できなかった。語彙をコロケーションとして意識
し，文脈の中で理解し覚えることや，接辞や派生辞
を学ぶことで，学年が上がるにつれて，語彙が増大
するとともに語彙の連想網が大きくなってくる。そ
のようにして増えてきている語彙知識を，さらに自
分の力で広げていくための語彙の管理や計画性を指
導していきたい。
　第 2 点は，平成25年 4 月から始まった，コミュニ
ケーション重視の新指導要領と語彙に関することで
ある。新課程の授業では，インターアクションやア
ウトプット活動を通して語彙が発表語彙として学ば
れる機会が増える。流暢さ（fluency）と正確性

（accuracy）を高めながら，受容語彙を発表語彙に
変えていく方法を研究し，授業に生かしていきたい。
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資　料
統計資料 1：朝の単語テストの成績

回数・課 n 平均 標準偏差
95%信頼区間

中央値 最小値 最大値 尖度 歪度
下限値 上限値

3・1課 263 72.66 20.36 70.20 75.12 75 5 100  0.10 -0.82 

5・2課 258 68.55 19.81 66.13 70.96 70 5 100 -0.07 -0.58 

11・3課 253 60.91 26.20 57.68 64.14 65 0 100 -0.66 -0.44 

12・4課 262 54.45 21.88 51.80 57.10 55 0 100 -0.63 -0.09 

15・5課 270 50.61 20.62 48.15 53.07 50 0  95 -0.79 -0.03 

18・6課 264 66.59 25.91 63.47 69.72 70 0 100 -0.70 -0.59 

2回目のテスト
3・1課 266 48.20 20.89 45.68 50.71 45 5 100 -0.57  0.26 

5・2課 265 48.17 22.24 45.49 50.85 45 5  95 -0.76  0.23 

11・3課 116 66.98 19.81 63.38 70.59 70 5 100  0.19  -0.54 

12・4課 113 56.24 20.96 52.37 60.10 55 10 100 -0.56 -0.10 

15・5課 267 70.49 21.94 67.86 73.12 75 5 100  0.04 -0.79

■ 表15：テストの結果基本統計：教科書からの出題と2回目のテスト
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回 n 平均 標準偏差
95%信頼区間

中央値 最小値 最大値 尖度 歪度
下限値 上限値

2 256 42.11 20.08 39.65 44.57 40  5  90 -0.70 0.14 

6 261 20.82 16.33 18.84 22.80 15  0  80 1.73 1.33

8 265 69.38 23.84 66.51 72.25 75  10  100 -0.71 -0.66

10 248 65.00 28.93 61.40 68.60 72.5  0  100 -0.81 -0.63 

14 253 35.32 16.69 33.26 37.37 35  0  85 -0.12 0.05 

16 256 61.09 24.72 58.07 64.12 70  0  95 -0.50 -0.75 

20 247 86.07 17.32 83.91 88.23 90  10  100 3.40 -1.87 

23 262 69.79 17.49 67.67 71.91 75  20  100 -0.06 -0.71 

■ 表17：副読本からの出題

　教科書からの出題21回は降雪のため資料に入れていない。副読本20回は副読本の語彙が既習済の語が多く高い成績となっ
た。単語集 9 回，副読本 6 回，14回は出題形式が異なったので，平均や標準偏差が大きく違っている。それらはイタリックの
太字で示した。それ以外はいずれも尖度，歪度が±1.0以内であり，大きく正規分布から外れたものではないと考えられる。

統計資料 2：教科書語彙習得確認テストの成績

テスト種 n 平均 標準偏差
95%信頼区間

中央値 最小値 最大値 尖度 歪度
下限値 上限値

Ⅰ 260 33.17  9.08 32.07 34.27 33 7 50 -0.51 -0.20 

Ⅱ 241 21.64 12.29 20.09 23.19 21 0 49 -0.97   0.01

■ 表18：テストの結果基本統計：教科書語彙習得確認テスト

　 2 月に教科書新出単語約500語から50語を選び行った予告なしの単語テストの結果。
　意味が書けた英単語の総数をⅠ，また，それらの語で短句や短文を作れた単語数をⅡとして，総計を出した。Ⅱの短句
や短文を書く問は，コロケーションとして正しいかどうかを問うものではなく，単語から関連する語や句を，すぐに想
起できるかを問うものである。

■ 表19：模擬試験および単語テストとVLS項目との相関

相関
進研

単語
テスト
平均

VLS項目
単語
テスト
平均

VLS項目

1 3 18 全 10 16 17 25 5 20

r= 0.637 0.257 0.252 0.219 0.261 0.224 0.219 0.245 0.250 0.237 0.211

n = 271，p< 0.01

統計資料 3：模擬試験および単語テストと VLS 項目との相関

　 1 月に実施（実施人数：473,534）した全国規模の模擬試験の成績の校内偏差値と，VLS の個別の項目および単語テス
トの成績の相関を調べ，p < 0.01で相関のあったものを表にした。

回 n 平均 標準偏差
95%信頼区間

中央値 最小値 最大値 尖度 歪度
下限値 上限値

1 261 58.62 18.86 56.33 60.91 60  10  100 -0.48 -0.01 

4 265 67.08 20.89 64.56 69.59 70  5  100 -0.45 -0.55

9 263 36.62 21.54 34.01 39.22 35  0  100 0.00 0.61 

13 269 51.39 23.64 48.57 54.22 50  0  100 -0.91 0.08 

17 268 49.76 21.27 47.21 52.30 50  10  95 -0.83 0.21 

19 255 48.96 19.53 46.56 51.36 50  0  90 -0.72 0.02 

22 248 40.69 26.46 37.39 43.98 35  0  100 -0.99 0.38

■ 表16：単語集からの出題
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因子 No 分類 項目 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 共通性

1

15 4 COG 新しい語を何度も発音して覚える 0.6524 0.0566 0.1134 0.0631 0.0270 0.1797 0.4786

17 3 MEM
文の意味を考え，何度も音読して覚
える 0.6282 0.2469 0.1685 0.0578 0.1696 0.0262 0.5167

10 3 MEM
CDや発音記号で正しい発音を確認
する 0.5012 0.0635 -0.0435 0.2956 0.2017 0.1145 0.3983

16 3 MEM 前後の語を意識しながら書いて覚える 0.4792 0.0986 0.2626 0.2862 0.1754 -0.0293 0.4218

2

2 4 COG
学んだ語の単語リスト・単語帳を作っ
ている 0.0412 0.7142 0.1016 0.0069 0.0685 0.0208 0.5273

5 5 MET
学校で習う語以外に単語帳を作って
いる 0.1590 0.5336 0.1607 0.2768 0.0670 0.0156 0.4171

20 5 MET 単語集を利用する 0.2561 0.4336 0.0246 0.0575 0.1996 0.2370 0.3535

22 5 MET 間隔をあけて単語の復習をする 0.3547 0.4031 0.3413 0.1559 0.0698 0.1202 0.4484

3

13 3 MEM キーワード法を使う 0.0514 -0.0463 0.5160 0.0402 0.0634 0.1069 0.2881

19 2 SOC 教師に新しい語について尋ねる 0.0836 0.2104 0.4885 0.1651 0.1422 0.0248 0.3380

12 2 SOC
調べたり覚えたりするときに，友達と協
力する 0.0565 0.0665 0.4339 0.0679 -0.0102 -0.0003 0.2006

4 5 MET 目標を決めて単語を学び続けている 0.3148 0.3704 0.4275 0.1085 -0.0074 0.1049 0.4418

6 3 MEM 新出語で文を作り，言ってみる 0.0524 0.1512 0.4064 0.1499 0.2523 0.0362 0.2783

4

11 3 MEM 同意語，反意語も調べ，一緒に覚える 0.1475 0.2398 0.2545 0.6176 0.1331 -0.0229 0.5437

18 1 DET 文の理解のために，品詞を推量する 0.1660 0.0503 0.2298 0.4909 0.2242 0.1655 0.4015

1 1 DET テキストの脈絡から意味を推測する 0.1946 -0.1035 0.0638 0.4344 0.2187 0.3693 0.4255

7 1 DET 動詞は活用（過去・過去分詞）も覚える 0.2790 0.1677 0.1853 0.4156 -0.0834 0.2678 0.3917

5

8 1 DET 日本語化した語ではないかと考える 0.0428 0.0073 0.0508 0.1256 0.6569 0.0956 0.4609

9 3 MEM
新出語を体験や以前習った語と関連
づける 0.1164 0.1391 0.1479 0.1393 0.5139 0.0736 0.3436

6 14 3 MEM 覚えやすいようにグループ分けする 0.1194 0.0443 0.0761 0.1652 0.2078 0.5651 0.4118

寄与率 8.08% 7.30% 7.02% 6.66% 5.56% 3.73%

累積 
寄与率 8.08% 15.38% 22.40% 29.06% 34.62% 38.34%

■ 表20：因子分析の結果　n=271

統計資料 4：因子分析の結果
　固有値スクリ－プロットの値から因子を 6 つとし，因子負荷量 0.4以上を因子ごとにまとめた（網掛けは負荷量が 0.4
以上を示している）。

　それぞれの因子は，次のように名づけることができる。第 1 因子：正しい発音や，語のつながりを意識して学ぶ「音声・
コロケーション重視方略」，第 2 因子：単語帳を作り，間隔を空けて復習をする「自己管理的方略」，第 3 因子：周りと
の協力と，覚え方に注意を向ける「社会的・記憶的方略」，第 4 因子：語の分析や文から類推をする「分析的方略」，第 5

因子：日本語や以前習ったことの関連を使う「関連づけ方略」，第6因子：「グループ分け方略」
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一学年第15回単語テスト  LESSON 5  TOFU: A WORLD FAVORITE Friday, November 09, 2012

（　　　　）内に英語を１語入れなさい。［ただし，（　　）内に語数の指示があるときはそれに従うこと。（　　）内
に日本語があればその語を，またアルファベットがあればその文字で始まる英語を書きなさい。また，文頭にある
語は大文字で始めること。時制，活用に気をつけること］
PART 1
  Around the eighth century, Japanese monks went over to China to study （1.仏教　  ）.  These monks brought back 
tofu, miso, and soy sauce to Japan, together with new （2. 知識　  ）and ideas.
PART 2
  At first, tofu was too expensive for most people.  Eating tofu became popular among common people in the 
Muromachi era.  The Japanese also developed their own ways of making tofu.  Japanese tofu became softer 
and new kinds of tofu, （3.     ）as deep-fried and freeze-dried tofu, were （4. 発明する      ）.  In the Edo era, newly  

（4. 発明する    ）kinds of tofu （5. 広まった　  ）across Japan, and one cooking book had more than 100 different tofu 
dishes.
  In 1613, the British Captain John Saris visited Japan and wrote in his diary: “The Japanese have a lot of cheese, but 
eat （6. n-         ）butter nor milk.” He thought that tofu was a kind of cheese.
  In China and other Asian countries, tofu developed in different ways.  They have various types of tofu which we 
cannot find in Japan.  Some are softer, some harder, some rather drier.  They have various shapes: thin-sliced, 
round; tofu noodles, tofu chips, and so on.  There are also various kinds of flavors.  Some do have the smell and 
taste of strong cheese, while （7.          ）have a coconut, curry, or sweet flavor.
PART 3
  “The tofu road” that started in China does not end in Japan or in Asia.  Tofu has become popular around the world 
because it is not only rich in （8. たんぱく質　  ）but also low in fat.  It is thought of as an （9. 理想的な  ）health food.
  The United States is now one of the tofu-loving countries.  The first Americans who took a great interest in 
tofu were the hippies in the 1960s.  Many of them did not eat meat.  They （10. p-, 好んだ     　  ）natural, healthy 
food.  Tofu was the perfect answer.  They ate tofu, however, without any sauce.  People came to think of 

（11. 味のない     ）tofu as one symbol of their unusual lifestyle.
  In 1975, The Book of Tofu was （12. 出版された　  ）.  In （13. 当時，2語    ）, more and more people were beginning 
to （14. 心配する，2語    　  ）health problems caused by eating too much fat.  The book changed people’s minds 
about tofu.  A （15. 伝統的な　  ）food of the past became “a food of the future.”
  （16. 徐々に        ）tofu was put on the （17. 棚        ）of supermarkets across America.
PART 4
  While the Japanese have a long tradition of loving the simple taste of tofu dishes such as yudofu and hiyayakko, 
the Americans, the new students studying at tofu school, are making their （18. 自身の      ）tofu culture.
  In supermarkets in America, we can find the same kinds of tofu as in Japan, but also many new kinds such as 
teriyaki-flavored tofu, sesame- and ginger-flavored tofu, and mango- and wasabi-flavored tofu.  You can cook 
them quickly just by warming them up.
  There are an（19. 増え続ける  ）number of vegetarians and health-（20. 意識する  ）people in the United States.

  1   2   3   4

  5   6   7   8

  9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

　　　 組　　　　 番・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 得点　　　　　

教授資料 1：朝の単語テストの例
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教授資料 2：課ごとの語彙シート 教授資料 3：模試問題からの語彙シート

教授資料 4：教科書語彙修得確認テスト


